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公共ホールにおいて望ましい機構としては、博多座や嘉穂劇場のようなあらゆるジャン

ルの興行が可能なホールと考えております。 HME の授業の一環で、去年に続き二回目の博

多座見学をさせていただきました。実際に舞台と機構の授業を受けてからと、受けてないと

きにいった時では印象がかなり違ったのが驚きであり、同時に案内されていた博多座のス

タッフさんの言葉もかなり理解ができ受講しがいがあったとつくづく感じております。ま

ず舞台上にある簀の子２０枚はりの地上２８mにあるキャットウォーク、事故は発生しては

いないものの、雨天時に漏電する危機になんどか見舞われたことがあるといった声が非常

に印象的でした。安全な設計をいくら舞台内に組み込んだとしても外側からの影響をも考

えて設計しなければならないという点を巻がさせられました。ゴムの設置などいくらか対

処はされて、漏電事故は近年は発生されてないそうでしたが、大雨の時の舞台、とくに６月

の大歌舞伎の際はかなり気を使うとのことで、これらの整備も必要とされていくのではな

いだろうかと見られます。舞台全体の構造も、ミュージカル、歌舞伎、人形浄瑠璃、コンサ

ートとあらゆる形で利用できる形と非常に珍しい設計になっており、搬入口は特にあらゆ

る機材や道具が一気にいれられるよう大きく設計されていたことが博多座の強みであるな

と関心いたしました。音響にはゼンハイザーのスピーカーを利用しており、マイク受信は２

４ch 以上の導入があり、キャットウォークにはスーパー歌舞伎や北島三郎さんの演目で使

われる空中たまのりの際に使われる特別な機構なども入っておりました。照明はムービン

グライト以外にリモコンライトが 30 個以上あり、16Ch、舞台前のムービングスポットは３

２ch となっておりました。そして毎年恒例演目の音響調整は記録されてるそうです。メイ

ンスピーカー裏には、ドイツ製のスピーカー、特注であるオーディオティックが導入されて

ました。暗視カメラ、舞台一括操作装置なども導入されており、非常にハイテクの導入も盛

んに行われている印象もありましたが、舞台の小道具を支える添え木という小道具は日本

で博多座しかつかってないような古いデザインの道具でありながら非常に長持ちさせなが

ら利用されている部分が、伝統芸能と現代の演劇・コンサートの興行を支える博多座らしい

要素でありました。維持していっているものと、これから維持のために検討すべきもの。最

新機材のほうが頻繁なメンテナンスが必要とされてくるでしょうが、やはり安全にあらゆ

るジャンルの演目に対応した舞台機構を維持していただきたく願います。このように、積極

的なジャンルを問わない演目を興行しながら、裏では、古いものも新しいものも関係なく良

い機材は良いとして興行を支える舞台として存在する歌舞伎座を見学でき、あらゆる機構



の内容を伺うこともでき非常に有意義な一時間でした、最後に舞台と機構で学んだプロセ

ス、仕組みを理解し、知識を確認することによって正確なオペレートをいつか舞台に関わる

仕事をした際に役立てたいと考えております。 

 


